
富士吉田市第６次総合計画策定のための 

市民アンケート 
 

ご協力のお願い 

 市民の皆さまには、日ごろより市政へのご理解、ご協力をいただき、厚く御礼申し上げます。 

 さて、富士吉田市では、「総合計画」を市政運営の中心的指針となる最上位計画として、様々

な行政諸施策を進めています。現在の総合計画は、平成 20 年３月に策定した「第５次富士吉田

市総合計画」（このうち「基本計画」を平成 25 年３月に改定）で、「富士の自然と文化を活かし 

ともに築く 自立と創造のまち 富士吉田」を目指す都市像として、そのもとで各分野の施策の

方針を定めています。 

 平成 29 年度にこの計画期間が終了することから、その成果を検証し、この 10 年間の時代環境

の変化を踏まえて、今後の課題を整理した上で、平成 30 年度からの新たな「第６次総合計画」

の策定作業を今年度から始めています。 

 まちづくりは、市民と行政がともに知恵と力を出し合う「協働」で進めていくべきものである

ことから、この総合計画の策定への市民参加の一環としてこのアンケート調査を行うことといた

しました。 

 お忙しいところ大変恐縮ですが、本調査の趣旨をご理解いただき、ご協力くださいますようお

願い申し上げます。 

 平成 28 年７月 

      富士吉田市長  堀 内 茂 

 

【ご記入にあたってのお願い】 

○質問番号に沿って、全ての質問にお答えください。お答えは、各質問の指示に従い、直接この用紙

に記入してください。 

○ご記入いただきました調査票は、同封の返信用封筒に入れて（切手不要） 

 ●月 ●日（●）までにご投函ください。 

【ご注意】 

○今回のアンケート調査は、市内にお住まいの 18 歳以上の方より 5,000 人を無作為に抽出させてい

ただきました（平成 28 年 月 日現在）。お名前を記入する必要はありません。一世帯に複数の調

査票が届く場合もありますが、それぞれ宛名のご本人がお答えください。 

○ご回答の結果は統計的に処理いたしますので、個人の情報が特定されたり、ご迷惑をおかけするこ

とは決してありません。 

 

   お問い合わせ先 

富士吉田市役所 企画部企画課 電話２２－１１１１（内線２２８） 

電子メール kikaku@city.fujiyoshida.lg.jp 
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富士吉田市第６次総合計画策定のための市民アンケート調査票 

 

 

■はじめに、あなたご自身のことについておたずねします。 

 

問１ 次の項目ごとにあてはまる番号をひとつずつ選んで右の□の中に記入してください。 

ａ．性別 １．男    ２．女 

 

 

ｂ．年齢 １．10 歳代  ２．20歳代  ３．30歳代  ４．40歳代 

５．50 歳代  ６．60歳代  ７．70歳代  ８．80歳以上 

 

ｃ．職業 収入を得る仕事を 

している→ １．自営業、会社経営、農林業、自由業 

      ２．会社員、公務員、店員など（常勤で雇用されている） 

      ３．パート･アルバイト･非常勤など時間限定、臨時的な仕事 

していない→４．収入を得る仕事はしていない 

※１～３にまたがって兼業の場合は、収入の多い方でお答えください  

 

ｄ．お住まいの

地区 

１．上暮地  ２．小明見  ３．大明見  ４．下吉田 

５．新倉   ６．松山   ７．上吉田  ８．新屋 

９．竜ケ丘  10．緑ケ丘  11．ときわ台 12．新西原 

13．旭    14. 下吉田東 15. 中曽根   16. 富士見 

 

ｅ．世帯構成 １．単身   ２．夫婦   ３．二世代（親・子など） 

４．三世代（親・子・孫など） ５．その他（           ） 

 

ｆ．住宅の種類 １．持ち家（一戸建て）     ２．持ち家（分譲マンションなど） 

３．公営の借家（市営住宅など）  

４．民営の借家（賃貸マンション・アパートなど） 

５．会社の寮や社宅・官舎など  ６．間借り（下宿など） 

７．その他（                        ） 

 

ｇ．市内にお住

まいの経緯 

１．生まれてからずっと富士吉田市に住んでいる 

２．富士吉田市出身だが、一度市外に出て再び市内に戻ってきた 

３．市外出身で、10 年以上前に富士吉田市に転入してきた 

４．市外出身で、最近（10 年未満に）富士吉田市に転入してきた 

 

ｈ．市内居住の

理由 

１．生まれたところだから    ２．転勤など仕事の関係 

３．結婚   ４．就職   ５．卒業・退職   ６．住宅取得 

７．その他（                        ） 

 

ｉ．通勤通学先 １．富士吉田市内  ２．富士吉田市以外の富士・東部地域 

３．その他山梨県内 ４．山梨県以外  ５．その他（       ） 

６．通勤・通学はしていない 
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■富士吉田市全体のことについておたずねします。 
 

問２．あなたにとって富士吉田市の魅力として誇れるもの、大切にしたいものは何ですか。該当

する番号を３つまで選んで右の□の中に記入してください。 

 １．富士山の雄大な眺望景観 

 ２．富士山麓の豊かな自然環境 

 ３．富士山信仰などの歴史・文化 

 ４．冨士浅間神社など歴史ある社寺仏閣 

 ５．吉田の火祭りや流鏑馬祭りなどの祭りや伝統行事 

 ６．甲斐絹などの伝統産業 

 ７．昭和期の風情を残すレトロなまちなみ 

 ８．本市を訪れる観光客との交流 

 ９．富士パインズパークや富士北麓公園などの豊かな自然環境をいかした公園 

    10. 新倉山浅間公園など富士山の眺望をいかした公園 

 11．富士急ハイランドなどのレジャー施設 

 12．「市民夏まつり」などのイベント 

 13．「吉田のうどん」などの食文化や地ビールなどの特産品 

 14．複数の高校など優れた教育環境 

 15．産前産後ケアや保育など子育てのしやすさ 

 16．高齢者や障害者などの福祉や、市立病院等の医療の環境 

 17．昔ながらの地域の人々のつながり・コミュニティ 

 18．その他（具体的に：        ） 

 19．誇れるものはない 

 

問３．富士吉田市に「自分のまち」としての愛着がありますか。該当する番号をひとつ選んで右

の□の中に記入してください。 

 １．愛着がある  ２．少し愛着がある ３．どちらともいえない 

 ４．愛着はあまりない ５．愛着がない 

 

問４．あなたにとって富士吉田市は住みよいところだと思いますか。該当する番号をひとつ選ん

で右の□の中に記入してください。 

 １．非常に住みやすい  ２．どちらかといえば住みやすい 

 ３．どちらともいえない    

４．どちらかといえば住みにくい  ５．非常に住みにくい 

問５．あなたは、富士吉田市に今後も住み続けたいと思いますか。該当する番号をひとつ選んで

右の□の中に記入してください。 

 １．ずっと住み続けたい  ２．できるだけ住み続けたい 

 ３．どちらともいえない  ４．できれば他へ移転したい 

 ５．他へ移転したい  ６．他へ移ることが決まっている 
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■地域や社会をとりまく今日的な課題に関することについておたずねします。 

 

問６．地域や社会をとりまく様々な動きや変化の中で、あなたはどのようなことに特に関心があ

りますか。次の中から４つまで選んで番号を□の中に記入してください。 

 １．自然の保全やエコ・環境問題  ２．人口減少や少子高齢化 

 ３．子育て・教育環境   ４．年金などの社会保障 

 ５．高齢者や障害者などの福祉  ６．健康づくりや保健・医療 

 ７．産業経済や景気・金融  ８．雇用や就労 

 ９．観光や広域・国際間の交流  10．市街地の衰退や土地利用 

 11．技術革新や新技術など科学技術 12．資源やエネルギー問題 

 13．インターネットなどＩＴ・情報化 14．自然災害・防災・復興・防犯 

 15．文化・芸術    16．スポーツ 

 17．地方創生やまちづくり  18．国・地方の行政・財政 

 19．国際関係や世界情勢   20．人のつながりや心 

 21．その他（                             ） 

 

問７．少子高齢化の進展と合わせて全国の人口が減少に転ずる中で、富士吉田市でも人口の減少

が顕著になっています。この状況をどう受け止め、今後どのように対応していくべきだと

思いますか。該当する番号を２つまで選んで右の□の中に記入してください。 

    １．人口の減少を抑制するため、産業の振興による就業機会の確保や住宅・宅地の

提供、生活環境の向上などに力を入れるべきだ。 

    ２．男女の出会いの場の提供や子育て支援策の充実など、子どもが生まれ、育ちや

すい環境づくりに力を入れるべきだ。 

    ３．富士山麓の優れた自然環境などをＰＲ材料とし、大都市などからの移住の促進

に力を入れるべきだ。 

    ４．居住人口の維持には限界があるので、観光の盛り上げをはじめとした「交流人

口」の増加に努めるべきだ。 

    ５．人口減少は避けられない流れなので、減少を前提とした効率的な都市形成、行

政運営などに努めるべきだ。 

    ６．人口の動向は自然の成り行きに任せればよく、特に対応策を考える必要はない。 

    ７．その他（         ） 

    ８．わからない 
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問８．市内で結婚・出産し、定住して生活を続ける人を増やすために、特にどのようなことが必

要だと思いますか。該当する番号を２つまで選んで右の□の中に記入してください。 

    １．結婚を希望する男女の出会いの場づくりの支援 

    ２．結婚相手の紹介やカウンセリングの仕組み 

    ３．婚活セミナーや交流会イベントの開催 

    ４．住宅費や保育費などの経済的な支援 

 ５．公営住宅の整備 

    ６．安定的な生活を送るための職場や仕事の確保・紹介 

    ７．結婚・出産後も仕事を続けられる、女性が働きやすい環境づくり 

    ８．保育など子育て支援の充実による出産後の不安の解消 

    ９．税制や社会保障などによる既婚者への優遇措置 

    10．その他（       ） 

 

問９．富士吉田市が子育てしやすいまちであるために、どのような点に特に力を入れるべきだと

思いますか。該当する番号を３つまで選んで右の□の中に記入してください。 

 １．子育てに関する相談や情報提供などの充実 

 ２．保育園・幼稚園の施設充実や保育サービス（延長保育など）の充実 

 ３．学童保育や児童館の充実 

 ４．子育てに関する経済的支援（保育料、医療費、その他）の充実 

 ５．子育てと仕事を両立できる職場の理解や制度の改善促進 

 ６．地域ぐるみで子育てを支援する体制や意識づくり 

 ７．親どうしの交流や情報交換の場の提供や充実 

 ８．必要な時に子どもを預けられる（保育園以外の）場や制度の充実 

 ９．学校など子どもを取り巻く教育環境の充実 

 10．子どもの安全な遊び場など地域の健全な育成環境づくり 

 11．その他（       ） 

 

問 10．あなたのご家族で、進学や就職などで市外・県外へ転出（住民票異動の有無にかかわらず）

している方はいらっしゃいますか。該当する番号を１つ選んで□の中に記入してください。 

 １．いる ２．いない  →  ・・・（１の場合、その人数）→     人 

 

問 11．【上問 10 で「いる」とお答えの方のみ】転出されているご家族の方に、将来市内に戻って

きてほしいとお考えですか。番号を１つ選んで□の中に記入してください。 

 １．ぜひ戻ってきてほしい ２．できれば戻ってきてほしい 

 ３．戻ってこなくてもよい ４．どちらともいえない・わからない 

問 11-1．【問 10で「いる」とお答えで、転出された方ご本人のお考えをお聞きいただける方へ】 

転出されたご本人に次の問 12 の内容をお聞きいただき、お答えいただけ

る場合、該当する番号を２つまで選んで右の□の中に記入してください。 

   ※選択肢に当てはまらない 

    お考えの場合（ご自由に）→（       ） 
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【ここから再び全員がお答えください。】 

問 12．進学や就職などで市外に転出した方が市内に戻ってきやすくするためには、どのようなこ

とが必要だと思いますか。該当する番号を２つまで選んで右の□の中に記入してください。 

 １．企業の誘致などによる職場の確保、増加 

 ２．新たな事業を起こせる環境やその支援 

 ３．良質で低廉な住宅や宅地の確保、提供 

 ４．都会的な商業施設や流行に触れる機会 

 ５．情報格差を感じないＩＴ（情報技術）環境などの整備 

 ６．誇りある文化が継承され創造される風土 

 ７．老後も安心して暮らせる保健・医療・福祉 

 ８．子育て支援制度や多様な教育の機会 

 ９．その他（       ） 

 

問 13．本格的な高齢社会を迎えていますが、高齢化対策として特にどのようなことに力を入れて

いくべきだと思いますか。該当する番号を２つまで選んで右の□の中に記入してください。 

 １．介護保険制度の健全で円滑な運営とその体制、人材等の充実 

 ２．高齢者福祉施設や在宅福祉サービスなど介護サービスの充実 

 ３．高齢者の生活を地域全体で支える体制づくりの強化 

 ４．要介護状態になることを防ぐ介護予防、健康づくりの推進 

 ５．高齢者の社会参加、働く場の確保などによる生きがいづくりの推進 

 ６．高齢者の生涯学習活動など交流の場の充実 

 ７．見守りや防犯など高齢者が安心して暮らせる社会づくり 

 ８．道路や各種施設のバリアフリー化など高齢者が活動しやすい環境づくり 

 ９．バスなどの公共交通機関の充実による高齢者の移動手段の確保 

 10．その他（       ） 

 

問 14．富士吉田市が活気あるまちとして成長するために、産業の育成をどのような方向で進める

べきだと思いますか。該当する番号を２つまで選んで右の□の中に記入してください。 

 １．新たな企業の誘致による産業規模と雇用機会の拡大 

 ２．既存の中小企業や地場産業などの経営力強化への支援の充実 

 ３．世界文化遺産に登録された富士山などの活用による観光の推進 

 ４．商業施設や商店街の環境整備などの推進 

 ５．商業経営の近代化やサービス向上への努力などの促進 

 ６．農地の有効利用や後継者育成などによる農業振興、新たな農業展開 

 ７．農・商・工など産業間・企業間の連携による新たな製品や価値の創出 

 ８．産・学などの連携も含め、新技術・新商品の研究開発の促進 

 ９．ＩＴ（情報技術）や新エネルギーなどを活用した新たな産業展開の模索 

 10．産業に関わる人材の積極的な育成 

    11. 空き工場・事務所等の活用の推進 

 12．その他（   ） 
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問 15．近年、外国人を含めこの地域を訪れる観光客が増えています。今後の観光の振興は、どの

ような方向を重視して進めるべきだと思いますか。該当する番号を３つまで選んで右の□

の中に記入してください。 

 １．周辺地域と連携した魅力的な周遊ルート、コースの整備とＰＲ 

 ２．エコ、歴史、伝統産業、健康などテーマ性のあるツアー等の充実 

 ３．宿泊施設や飲食施設など、観光客が滞留・滞在できる施設の充実 

 ４．ショッピングモール、水族館、動物園など、新たな観光集客施設の整備充実 

 ５．特色ある農産物や特産品づくり等による地域のブランド商品開発 

 ６．「吉田のうどん」をはじめとする食文化のアピールと提供体制充実 

 ７．話題性のある観光・交流イベントの企画・開催 

 ８．観光・交通案内サインの外国語標記など、外国人観光客へのサービス向上 

 ９．観光ボランティアガイドの育成など「おもてなし」の心と体制づくり 

 10．観光交通の結節点でもある富士山駅、下吉田駅とその周辺の拠点性・滞留環境の整備 

 11．富士急ハイランドなど民間施設との観光に関する多様な連携 

 12．マスメディアやインターネット等を活用した観光宣伝活動の強化 

 13．Ｗｉｆｉ（無線ＬＡＮ）環境の充実など情報提供力の向上 

 14．これ以上、観光に力を入れる必要はない 

 15．その他（       ） 

 

問 16．富士山が世界文化遺産に登録されましたが、地元地域として、これをどう活用し、また、

保全していくべきだと思いますか。該当する番号を３つまで選んで右の□の中に記入して

ください。 

 

 １．世界遺産富士山を観光・交流資源として、一層の賑わい増進に活用していく。 

 ２．富士山そのものだけでなく、他の構成資産を合わせ全体の価値・魅力を高めていく。 

 ３．富士山ブランドの商品開発など市の産業振興への活用を進める。 

 ４．国内外の他の世界遺産との連携や交流により一層の価値向上に努める。 

 ５．富士山の眺望との調和を基本として、良好な都市景観づくりを積極的に進める。 

 ６．大人や子どもが富士山を知り、語り、守る力となるよう、学習や体験活動を充実させる。 

 ７．富士山の世界文化遺産としての価値を伝える広報や情報発信活動を展開する。  

 ８．自然の地形や生態系、水環境などの保全に万全を期す。 

 ９．清掃活動やごみ不法投棄防止のパトロール、エコ活動などを積極的に進める。 

 10．景観保護の観点から、開発の規制や適正な誘導などに努める。 

 11．登山者や観光客に環境保全の理解と協力を求める。 

 12．富士山のトイレ対策や、入山管理の徹底などを強化する。 

 13．富士山の噴火の可能性を考慮し、防災関係の研究を強化する。 

 14．特に世界遺産登録を意識する必要はない。 

 15．その他（       ） 
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問 17．近年、中心市街地の空洞化や人口減少に伴う空き家の増加など、土地利用上の問題が見ら

れます。今後の土地利用を考える上で、どのようなことが重要と思いますか。該当する番

号を２つまで選んで右の□の中に記入してください。 

 １．良好な市街地環境の形成を目指す土地区画整理事業などの推進 

 ２．秩序ある街並み形成のための土地利用や建物に関する規制の強化 

 ３．空き地・空き家対策の強化や有効活用の促進 

 ４．建物の用途や構造などに関する地区でのルールづくり 

 ５．優良農地の保全や農業生産の効率化等のための農地整備 

 ６．新たな企業誘致などのためのまとまった土地の確保 

 ７．中心市街地の賑わいを取り戻すための商業・業務施設などの集積誘導 

 ８．有効な土地利用がしやすいような道路等の環境整備 

 ９．土地利用は成り行きに任せればよい 

 10．その他（       ） 

 

問 18．市民生活や産業活動、観光などの基盤となる道路や交通について、どのようなことが重要

と思いますか。該当する番号を３つまで選んで右の□の中に記入してください。 

 １．バイパスやスマートインターチェンジなど幹線道路網の整備 

 ２．市街地内の骨格となる道路網の充実 

 ３．身近な生活道路や狭い道路の拡幅整備など 

 ４．交通の拠点となる駅前広場の整備充実 

 ５．歩道の設置・拡幅や信号、カーブミラーなど交通安全施設の整備・改善 

 ６．円滑で安全な交通確保のための一方通行など交通規制の強化 

 ７．路外駐車場の整備・充実 

 ８．冬期の道路除雪・凍結対策 

 ９．「タウンスニーカー」などバス交通の改善・充実 

 10．鉄道の利便性向上 

 11．自転車が走りやすい環境づくり 

 12．道路緑化や電線類地中化など道路景観の向上 

 13．段差の解消や点字ブロックの設置など人にやさしい道づくり 

 14．その他（       ） 
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問 19．各地で相次ぐ自然災害の発生により、防災対策への関心が高まっています。あなたは、次

のような日ごろの災害への備えをしていますか。ａ～ｉのそれぞれについて、該当する番

号を１つずつ選んで○で囲んでください。 

（項目） 

１ 

十分にして

いる 

２ 

不十分だが

している 

３ 

していない 

ａ．避難場所・避難経路の確認 １ ２ ３ 

ｂ．災害時の家族などとの連絡方法の確認 １ ２ ３ 

ｃ．非常時の持ち出し品の常備 １ ２ ３ 

ｄ．家具などの固定や落下防止の対策 １ ２ ３ 

ｅ．家庭用消火器具の設置 １ ２ ３ 

ｆ．自宅などの耐震診断・補強 １ ２ ３ 

ｇ．地域や職場の防災訓練などへの参加 １ ２ ３ 

ｈ．地域の自主防災組織や消防団などへの参加 １ ２ ３ 

ｉ．近所の危険地帯や援護が必要な方の確認 １ ２ ３ 

 

問 20．災害への備えとして、特にどのような対策を急ぐべきだと思いますか。該当する番号を３

つまで選んで右の□の中に記入してください。 

 １．避難場所や避難経路となる空間の確保・整備 

 ２．避難所運営に関する体制整備 

 ３．避難所生活をする上での健康面の対策 

 ４．食糧や燃料、災害救助物資などの確保・備蓄対策 

 ５．建築物や公共土木施設、ライフライン施設などの耐震化 

 ６．河川の改修や砂防施設などの整備推進 

 ７．火山災害に備えたシェルターなど避難計画の具体化 

 ８．物資運搬や救助のための道路の確保 

 ９．防災井戸、防火用貯水槽の設置、充実 

 10．正確で迅速な情報の伝達手段や情報システムの充実 

 11．救急医療体制の整備 

 12．防災パトロールや災害危険箇所の点検、対策 

 13．自主防災組織や消防団などの育成強化 

 14．防災訓練などによる市民の防災意識の高揚・啓発 

 15．災害時に活動できるボランティアの育成と体制整備 

 16．企業や学校、事業所などにおける災害予防計画 

 17．高齢者や障害者など災害時に配慮が必要な方の把握と支援体制づくり 

 18．災害時の広域的な相互応援協力、関係機関との連携体制の確立 

 19．その他（       ） 
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■市民と地域・行政との関わりについておたずねします。 

 

問 21．あなたは、地域における次のような活動に、現在どの程度参加していますか、また、今後

どの程度参加したいと思いますか。ａ～ｋのそれぞれについて、下の選択肢から１つずつ

選んで番号を□の中に記入してください。（ａ～ｋのすべてにお答えください） 

  （現在）  （今後） 

ａ．自治会活動や近所のイベント・祭りなど --------------------   ----  

ｂ．婦人会や老人会などの活動 --------------------------------------   ----  

ｃ．子ども会やＰＴＡ、子育て支援などの地域活動 -----------   ----  

ｄ．文化や芸術、教養などに関する活動 --------------------------   ----  

ｅ．スポーツやレクリエーション活動 -----------------------------   ----  

ｆ．福祉ボランティアや保健衛生などに関する活動 ------------   ----  

ｇ．災害ボランティアや被災地支援などの活動 -----------------   ----  

ｈ．観光ボランティアなど観光・まちづくりに関する活動 ---   ----  

ｉ．国際交流や国際貢献などの活動 --------------------------------   ----  

ｊ．環境美化や自然保護などの活動 --------------------------------   ----  

ｋ．自主防災や防犯、交通安全などの活動 -----------------------   ----  

 

選
択
肢 

１．自ら機会を作って積極的に参加 ２．機会があればできるだけ参加 

３．つきあいで、ある程度は参加 ４．あまり参加しない 

５．全く参加しない  

 

問 22．まちづくりを市民と行政（市など）が協力しあい役割を分担しあって進めるためには、特

にどのようなことが重要だと思いますか。該当する番号を２つまで選んで右の□の中に記

入してください。 

 １．行政の持つ各種の情報の公開、提供 

 ２．市民の市政への意見や意向、アイディアなどを述べる機会 

 ３．市民活動団体やＮＰＯ、ボランティアなど自主的な活動組織 

 ４．まちづくり活動のリーダーとなる人 

 ５．市民組織活動や情報交換などの拠点づくりや経済的支援 

 ６．情報や参加に関する窓口や活動支援機関の存在 

 ７．行政の事業や計画などに自治会や市民が参加する場や機会 

 ８．市民自身のまちづくりに関する学習、行動意欲・意識の盛り上がり 

 ９．まちづくり条例の制定など市民参加の制度・仕組み 

 10．その他（       ） 

※「まちづくり」とは、地域社会やそこでの生活などをより良いものに改善していこうとする活動全般のことで、

建物や道路などの施設面だけでなく、地域の文化や福祉、環境など幅広い分野を包含するものです。 
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問 23．まちづくりにおいて解決したい問題に対して、あなたはどのように関わり、行動していき

たいと思いますか。該当する番号を１つ選んで□の中に記入してください。 

 １．個人でできる小さなことをどんどん進んで行う 

 ２．自主的にグループをつくり、行政などに積極的に働きかけていく 

 ３．グループや地域の組織などに参加し、力を合わせてできることを行う 

 ４．インターネットや対話集会などの場で意見を述べる 

 ５．議員や自治会・各種団体などを通じて意見を伝える 

 ６．行政や議会に任せれば良い（何もしない） 

 ７．特に関心がない 

 ８．その他（       ） 

 

問 24．国や地方の財政が厳しさを増し、人口も減少していく中で、さまざまな公共施設のあり方

が問われています。市民が利用する公共施設も、維持管理にはコストがかかり、また、時

間とともに老朽化も進みます。これについてどのようにお考えですか。該当する番号を１

つ選んで□の中に記入してください。 

    １．公共施設は必要なものなので、財政に関わらずさらに整備充実を進めるべき

だ。 

    ２．老朽化した施設から建て替えを順次行い、公共施設の数は増やさないように

すべきだ。 

    ３．必要性の高い施設は整備し、必要性の低くなったものを廃止するなど選別を

進めるべきだ。 

    ４．複数の施設を統合するなどにより、効率化しながら機能を維持していくべき

だ。 

    ５．今ある施設をできるだけ長く使い、活用するように努めるべきだ。 

    ６．施設の運営や整備に民間の力を積極的に活用し、行政の負担を軽減していく

べきだ。 

    ７．その他（       ） 

    ８．わからない 
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■市のさまざまな仕事に対するあなたの評価をおたずねします。 

 

問 25．富士吉田市におけるさまざまな分野（ａ～ｙ）の施策に対して、あなたの「現在の満足度」

と「今後の取り組みとしての重要度」の程度を、それぞれ１～５の中から１つずつ選んで

番号を○で囲んでください。 

 現在の満足度  今後の重要度 

（以下の各項目について、 

 現状の満足度と今後の重要度の 

 該当するものの番号を１つずつ 

 ○で囲んでください） 

 

充
分
満
足 

ま
あ
満
足 

ど
ち
ら
で
も
な
い 

や
や
不
満 

全
く
不
満 

 非
常
に
重
要 

重
要 

ど
ち
ら
で
も
な
い 

さ
ほ
ど
重
要
で
な
い 

重
要
で
な
い 

ａ．生涯学習、社会教育活動の充実 １ ２ ３ ４ ５  １ ２ ３ ４ ５ 

ｂ．スポーツ・レクリエーション活動の支援・振興 １ ２ ３ ４ ５  １ ２ ３ ４ ５ 

ｃ．幼児教育、小・中学校教育の充実 １ ２ ３ ４ ５  １ ２ ３ ４ ５ 

ｄ．家庭・学校・地域が連携した青少年の健全育成 １ ２ ３ ４ ５  １ ２ ３ ４ ５ 

ｅ．保健活動・健康づくり事業の充実 １ ２ ３ ４ ５  １ ２ ３ ４ ５ 

ｆ．病院など地域医療施設・救急医療体制の充実 １ ２ ３ ４ ５  １ ２ ３ ４ ５ 

ｇ．子育て支援の充実 １ ２ ３ ４ ５  １ ２ ３ ４ ５ 

ｈ．高齢者福祉の充実 １ ２ ３ ４ ５  １ ２ ３ ４ ５ 

ｉ．障害者福祉の充実 １ ２ ３ ４ ５  １ ２ ３ ４ ５ 

ｊ．観光資源の活用・観光施設や拠点の充実 １ ２ ３ ４ ５  １ ２ ３ ４ ５ 

ｋ．伝統ある繊維産業など地場産業の活性化 １ ２ ３ ４ ５  １ ２ ３ ４ ５ 

ｌ．中小企業の活性化対策 １ ２ ３ ４ ５  １ ２ ３ ４ ５ 

ｍ．雇用の場の確保など勤労者対策の充実 １ ２ ３ ４ ５  １ ２ ３ ４ ５ 

ｎ．森林や河川など自然環境の保全 １ ２ ３ ４ ５  １ ２ ３ ４ ５ 

ｏ．まちなみや富士山眺望の景観の維持・向上 １ ２ ３ ４ ５  １ ２ ３ ４ ５ 

ｐ．ゴミ収集やリサイクル対策 １ ２ ３ ４ ５  １ ２ ３ ４ ５ 

ｑ．環境汚染からの安全性（環境対策） １ ２ ３ ４ ５  １ ２ ３ ４ ５ 

ｒ．商店街の振興や中心市街地の活性化 １ ２ ３ ４ ５  １ ２ ３ ４ ５ 

ｓ．道路網の整備・充実 １ ２ ３ ４ ５  １ ２ ３ ４ ５ 

ｔ．上水道・下水道の整備や生活排水処理対策 １ ２ ３ ４ ５  １ ２ ３ ４ ５ 

ｕ．自然災害（地震、火山、火災）への防災対策 １ ２ ３ ４ ５  １ ２ ３ ４ ５ 

ｖ．消防・救急体制の充実 １ ２ ３ ４ ５  １ ２ ３ ４ ５ 

ｗ．市政への市民意向の反映 １ ２ ３ ４ ５  １ ２ ３ ４ ５ 

ｘ．富士吉田市の行財政改革への取り組み １ ２ ３ ４ ５  １ ２ ３ ４ ５ 

ｙ．近隣市町村との連携・つながり １ ２ ３ ４ ５  １ ２ ３ ４ ５ 
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■最後にご自由なご意見をご記入ください。 

 

問 26．市政全般、富士吉田市のまちづくりについて、ご意見、ご提案などがありましたら、ご自

由にご記入ください。 

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

 

 

 

 

ご協力ありがとうございました。 
 

記入漏れがないか、もう一度見直しをお願いいたします。 

 


